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一
‘
指
波
一
寸
ほ
ど
の
庇
金
の
矧
に
て
、
川
四
つ
有
之
候
。

一
、
文
銀
ほ
ど
成
る
金
の
獅
子
一
つ
、治
に
て
怠
候
桜
花
相
見
え
、

是
も
金
類
と
相
見
え
候
。

一
・
米
、
赤
き
木
綿
袋
花
入
れ
六
つ
有
之
候
。
米
五
合
或
三
合

合
ほ
ど
宛
入
候
ね
に
相
見
え
候
。
米
は
小
粒
に
相
見
え
候
。
右
袋

の
上
花
文
字
有
之
候
仙
北
ハ
、
放
陀
M
附
れ
候
干
し
か
と
相
見
え
不
巾

供
。
共
内
二
つ
袋
民
、
弟
子
李
巾
U

・
替
扮
米
、
如
斯
ば
か
り
相
見

え
候
。

上
下
木
綿
切
れ
文
字
相
見
え
不
巾
供
。
共
外
の
袋
K
は
.

隙
弟
子
米
、
白
米
廿
少
包
・
如
斯
御
座
候
仰
北
ぺ
文
字
分
明
に
相

見
え
不
巾
候
。
袋
の
縫
絞
は
ね
ち
ぷ
く
さ
の
厳
に
縫
申
候
。

一
、
薪
二
東
竹
の
た
が

K
て
紡
ぴ
有
之
、

一
束
は
長
さ
三
寸
廻
六

寸
ほ
ど
.

一
束
は
長
さ
凹
寸
陀
六
寸
ほ
ど
有
之
候
。

O 

布
の
通
り
結
中
陀
有
之
候
。
竹
か
は
ど
等
共
外
に
も
背
蕊
付
申
候
。

袋
民
有
之
米
も
腐
り
巾
供
。
外
に
開
削
船
等
も
有
之
や
と
、
領
内
近
吉

前
川
越
相
等
候
m
仰
共
・制
問
鮪
見
え
不
巾
候
。
此
以
後
相
棒
儀
無
御
臨
候
。

-
二O
子
六
日
付
什
五

H

十
年

目
J

一
、
陸
中
稲
桜
村
興
兵
衛
の
脊
病

元
帳
十
三
年
庶
民
二
月
、越
中
射
水
郡
稲
積
村
民
奥
兵
衛
官
甘
疾
の
事
.

興
兵
術
算
用
場
へ
差
出
す
紙
聞
の
お
如
左
。

私
印
刷
去
年
九
月

H
九
日・

不
闘
耳
聞
え
不
申
・
物
言
巾
事
不
川
、

島
し
に
混
成

'm候
所
花
、
話
月
六
日
の
明
方
陀
私
自
ね
ら
れ
不
巾

故
、
夜
明
快
は
ピ
各
口
村
の
一

門
共
方
へ
参
り
可
申
と
軒
じ
、
起

直
り
で
似
へ
ば
、
未
夜
明
放
れ
不
申
K
付
.
つ
く
ば
ひ
頭
E
う
つ
む

け
居
巾
所

K
.
二
十
歳
計
の
美
男
髪
を
平
た
ぽ
ね
陀
し
て
.
紫
襖

の
桜
成
も
の
を
治
し
、
私
に
向
ひ
被
仰
候
は
、
此
跡
宮
へ
来
り
致

間
帯
都
快
相川
北
ハ
‘
放
は
棟
梁
不
仕
、共
上
氏
子
故
助
出
也
候
。
棟
梁
の
相

乎
は
取
殺
し
候
。
放
も
去
年
よ
り
致
布
生
也
候
締
共
、
今
よ
り
ゆ

る
し、
元
の
如
く
に
い
た
し
と
ら
せ
可
巾
候
問
、

以
後
相
暗
可
巾

候
。
今
度
広
屋
敷
を
ひ
ろ
げ
く
れ
候
級
、路
放
思
召
候
。
早
々
宮
へ

会
詩
候
へ
。
惣
て
御
酒
、
は
ら
ひ
捧
げ
候
節
は
‘
下
に
手
向
候

へ
ば

六
分
は
術
り
四
分
は
底
り
候
て
、く
さ
り
候
時
分
迷
惑
に
候
問、

直
に
排
の
内
袋
の
内
に
て
〈
れ
候
て
も
同
事
に
候
と
被
仰
‘
御
形

は
見
え
不
巾
候
に
付
、
継
現
政
御
告
と
車
中
む
船
体
有
、
早
々
と
り
を
取

り
御
自
へ
金
持
仕
候
K
.
立
の
戸
に
酬
明
弘
正
り
ゐ
巾
に
付
、
外
よ
り

奔
し
巾
候
成
に
、

般
と
も
な
く
あ
っ
と
い
へ
/
¥
と
御
示
脱
候

放
・
あ
っ
と
答
へ
奔
し
巾
候
所
花
、
共
催
耳
も
問
え
物
も
巾
び
如
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